
「くいしんぼうと おかしの家」

1. 本時のねらい

身近な友達と仲良く活動し、助け合おうとする心情を育てる。

1.「くいしんぼうと おかしの家」を視聴して話し合う。
発問① 「ギャオがおかわりのケーキを食べてしまったとき、がんこはどんな気持ちだったで

しょうか。」

発問④ 「友達と仲良くしたり、助け合ったりしたことはありますか。」

２. 自分の経験を振り返る。

・私も食べたかった。
・ギャオくんは自分勝手だ。

・がんことギャオは仲良しの友達だということを押
さえてから発問する。

2. 本時の展開

学習活動 指導上の留意点

・ギャオくんはわがままだから、あっちに行ってほ
しい。
・どうしようかな。これで本当にいいのかな。
・仲間はずれにしないで、みんなで一緒がいい。

・がんこに共感させ、友達と仲良くすることにつ
いての多様な感じ方・考え方を引き出す。

・助けてもらって、よかった。
・仲間はずれにして、ごめんね。
・今度は私が助けてあげよう。

・友達から助けてもらったときの気持ちを、がんこ
になりきって考えさせる。

発問② 「ケロが『ギャオくんは、あっちに行って。』と言っているのを聞いたとき、がんこは
どんな気持ちだったでしょうか。」

発問③ 「ギャオに命の水をかけてもらい、助けてもらったとき、がんこはどんな気持ちだっ
たでしょうか。」

・休み時間に仲良く遊んだ。
・忘れ物をして困っているときに、自分の物を貸
してあげた。

・行為だけでなく、そのときの気持ちも振り返らせ
る。


